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序カリキュラムを持つ組織的な看護教育は，ナイ
チンゲール（FlorenceNightingale，1820-1910）
が看護の本質を発見1）し，聖トマス病院にナイチ
ンゲール看護婦訓練学校を開設したところから始
まる（1860，7）．ナイチンゲールは，看護が専
門職になるために，体系立てられた看護としての
知識と訓練の必要性を説いた2）．その内容は現在
にも通用する看護教育の本質をあらわしており，
看護教育の目指すところは，学生を看護者として
育てることであり，看護の専門家として人々の健
康に寄与できる人材を育てることであると言える．
さらに，看護の専門性の質は，人々へのより良い
健康な生活をめざして個別ケアの方向性を見出す
能力とそれを実践する能力にかかっている．その
能力を育て発展させることに教育の目的がある．
つまり，どのような状況においても揺らぐことな
く看護を実践するために，看護の基礎教育の段階
から，複雑な状況・目に見えない人々のニードに
対応できる看護実践者を育てなければならない．
私は，基礎看護学講座の長として着任したこと
を機に，そのような看護者の育成を目指し，看護
理論に基づいた看護学教育を実践し，その真価の
責任を負う立場に立った。具体的な実践として，
看護理論を教育の基盤に据えて学生の看護観を育
て，すべての行為に看護の目的が貫かれるような
看護技術の訓練を目指した．さらに，臨地実習を
学生が自らの学習内容を自己評価できる授業科目
と位置づけて取り組んだ．
それらを看護教育の本質に照らしたとき，看護
者に成長する途上の段階ではあるが，学生への教
育の評価を行うことができるのではないかと考え
た．そこで，一連の基礎看護学の教育実践に対し
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要 旨
本研究は，一貫した看護理論に基づく自己の教育実践を，基礎看護実習での学生の看護者とし
ての育ちで分析評価することを目的としている。看護教育における実習を，教室で学んできたこ
とを学生自身が臨地に臨んで実践評価を行う学習と位置づけ，実習における学生の看護者として
の育ちを示す事実を学生の実習記録および行動から抽き出し資料とし，分析した。その結果，講
義では，学生が看護の視点で対象を見つめることを目指して教材化し，その評価を個別に行い強
化していた。また，演習では，看護者の行為になるように基本技術のとらえ方や繰り返しの訓練
を行い，個別の修得状況を確認し強化していた。基礎看護実習では，学生が患者の情報を増やし
ながら全体像を豊かにしつつ，患者に直接かかわることで全体像をつくり変えていた。また，つ
くり変えられた全体像をもとに小さいながらも学生自らの持てる力を差し出し看護していたプロ
セスを確認できた。
キーワード
基礎看護学，評価，臨床実習，看護者の育ち
て，その問題意識と「より良い看護学教育を」と
考えた教員の認識に焦点を当て，どのような教育
実践であったのか自己の教育実践を分析評価した
いと考えた。その際，臨地実習を学生が自らの学
習内容を自己評価できる授業科目と位置づけたこ
とから，一連の教育実践の評価を臨地実習におけ
る学生の学習過程を通して行えるのではないかと
考えた．
研究に着手するにあたり，看護理論に導かれた
看護学教育およびその評価について先行研究を検
討する．
看護教育は，ナイチンゲールがその必要性を説
いて以降，主にアメリカで，教育方法や内容の検
討を目的に研究され看護理論とともに発展してき
た．看護理論研究家のマーサ・レイラ・アグリッ
ドは，看護理論を歴史的に概観して「カリキュラ
ム時代は看護プログラムのためのコース選択と内
容に重点をおいたが，やがて研究時代がそれに取っ
て代わり，研究過程および知識を開発するという
目標に焦点が移された」3）と述べている。さらに，
彼女は「1970年代半ばには，看護研究25年を評価
した結果，看護には概念的・理論的枠組が欠けて
いることが明らかにされた」と述べており，看護
実践は看護科学に基盤をおくことになるという問
題提起が示され始めた。1980年代に入りアメリカ
では，「理論に基づく実践・研究により看護科学
の確立を目指す」人々が出現した．その筆頭とし
て，専門職のあり方について検討しているジャク
リーン・フォーセットは4），学士レベルで理論を
教育することは職業的責任感を形成する上で重要
だと説いている．さらに，専門的職業のあり方を
探求している思想家のドナルド・アラン・ショー
ンは，専門的職業において，「実践の認識論を探
求することが求められている」「実践の認識論は，
実践者が自ら行っていることがらを吟味すること
を土台としている」5）と発展の方向性を示してい
る．ショーンは，大学と専門職業，研究と実践，
思想と行為との間の溝がますます広がることに危
惧を抱き，実践の認識論に基づき，有能な実践者
（プロフェッショナル）が行う知の生成について
探求した．
一方，アメリカで「理論に基づく実践・研究に
より看護科学の確立」の必要性が検討されている
頃，日本では，薄井坦子6）が，ナイチンゲールの
理論を再措定し，看護学の確立を目指して1974年
に『科学的看護論』を創出した．この理論は，自
らの看護実践と格闘の末，ナイチンゲールが看護
の本質を書き表していることを発見し，実践を通
して再措定し体系化したものである．さらに彼女
は，実践と理論の検証の中で，研究方法論7）をも
創出し，理論・実践・研究の一貫した取り組みを
可能にする理論を築いた．その具体的な取り組み
は，看護理論による筆者自らの教育実践において
仮説検証がなされ，看護理論としての学問的体系
化がすすんだ8）．これらの看護学教育の教育シス
テムに関して，多くの研究がなされ，発展してき
ている9）．さらに，教育者の指導教育の評価なら
びに臨床指導の指針やモデルが提示された10）．
これらの取り組みは目覚ましい成果を上げたが，
同一の理論基盤をもつ学部・大学での教育成果と
して位置づけられる．また，他大学の取り組みと
しても，看護学実習，看護学の教育デザイン，教
育の指針等が研究され提示されている11）-13）．
しかし，これらの成果に対して教育現場では様々
な状況があり教育実践に活かしきれずにいる．ま
た，教育全体をその本質から評価しようと試みた
研究は，その真価の複雑さゆえに進んでいないの
が現状である．看護学教育の目的は専門家として
の看護者を育てることであり，専門家に求められ
るのは，「理論・実践・研究の一体化」としての
看護実践能力である．そのため，看護教育の評価
は，看護実践能力をもった看護者に育っているか
どうかを見ることによって行えるのではないかと
考えた．つまり，講義・演習・実習の教育過程を
振り返り，成果をあげることができたのか否かを，
学生の基礎看護実習における学習過程を通して行
うことを試みてみたいと考え本研究に着手した．
研究方法
1.研究目的
本研究の目的は，一貫した看護理論に基づく自
己の基礎看護学教育における教育実践を分析評価
することである．
・看護者としての育ち・からみた基礎看護学教育の評価
―12―
2.前提とする用語の概念規定
【看護理論】：看護は目的をもち，その目的に照
らして対象を見つめ，予測を立てながら実践する
プロセスである．その看護現象から目的論・対象
論・方法論を抽出し体系化した理論．本研究では，
薄井の「科学的看護論」を基盤とし，その「学的
方法論」を用いて自己の教育実践を分析する．
【認識の発展】：三浦つとむが『認識と言語の理
論』『こころとことば』で述べている「認識論」，
および庄司和晃が著した『認識の三段階連関理論』
の考え方をもとに，認識とは，現象を人間の感覚
器を通して大脳に像として反映され，記憶や経験
等をもとに能動的につくりかえ統合した五感情像
をさす．さらに，その像は，一つの物事に対して
「具象－表象－抽象」という立体的な構造をもつ
ため，その昇り降りを自由に行えるようになるこ
とを認識の発展という．
【現象像】：諸現象が人間の感覚器を通して大脳
に反映された像．ある事実によって大脳に像が形
成されるが，どのような像が呼び出されるかは，
その人間の大脳のつくられ方により異なる．さら
に，その表現の仕方も異なる．そのため，認識と
表現のつながりを押さえつつ，どのような事実に
着目しているのかを見極めなければならない．
【像を描く】：ある物事に対して感覚器を通して
大脳に反映された像を記憶や経験等をもとに能動
的につくりかえ統合すること．この全行程は，大
脳の働きにより，受動的にも能動的にも行うこと
ができ，どのような像を描いたかは，表現された
ものを通してしか確認することができない．表現
されたものは，自己および他者のものであっても
吟味することが可能であるが，前述の特徴を持つ
ことを踏まえながら行う必要がある．
【科学的看護実践】：看護が対象とする現象に対
して，論理的に状況の構造を見抜き，看護の方向
性を考えていく必要がある．看護者の拠って立つ
「判断基準」をもとに行われる看護実践．つまり，
「看護とは」の判断基準に導かれて，対象の看護
の必要性を判断でき，その必要な看護を実施・評
価することを「科学的看護実践」という．この論
文では，その判断基準となる「看護一般」「人間
一般」「病気一般」「生活一般」を『科学的看護論』
の定義に基づいて据えた．
【看護者としての育ち】：「科学的看護実践」を
行える能力が修得される過程．「看護とは」に導
かれた看護的視点，看護者としての判断規準が確
かになり，その認識を表現した対象へのケアに対
して評価しつつ，その対象の個別性に迫っていく
過程をいう．
3.研究対象
研究対象は，基礎看護学の責任教員として着任
2年目から3年目にかけて行った一連の看護理論
に基づく「基礎看護学」の教育実践過程とする．
すなわち，講義・演習における教育実践過程，お
よび学生が自らの学習内容を自己評価できる授業
科目と位置づけた臨地実習において，「基礎看護
実習」で直接実習指導を担当した学生11名の臨地
実習過程とする．
＜倫理的配慮＞
実習指導にあたっては教師としての職務に専念
し，学生の実習評価を終えた後に，学生全員に研
究の目的を説明した．分析対象となる指導過程に
ついては，材料および分析結果を本人に示して承
諾を得た．承諾に際しては自由意思を尊重し，断っ
ても学生の不利益にならないことを保証し，書面
にて同意を得た．
分析に用いた記録は，個人が特定されないよう
記号化し，分析に必要な最小限の事実のみを用い
た．データの保管に関しては鍵付きの棚を使用し，
研究終了後に処分する．
尚，本研究は倫理審査委員会の承認を得た．
4.研究方法
1）資料の収集および研究素材の作成
（1）自己の教育実践過程から，授業・演習・実
習の授業において，教育実践者が教育上の必
要性を強く認識し工夫を行わなければと考え
た事実を，授業資料および指導内容から取り
出し，資料とする．
（2）「基礎看護実習」の学習過程の中から，直
接実習指導を担当した学生の看護者としての
育ちを示す事実を学生の実習記録および行動
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から取り出し資料とする．これは，教育者に
とっては教育実践の結果を示すものである．
（3）資料を精読し，学生の看護者としての育ち
に着目した現象を，学生の認識の変化および
指導者の認識の特徴として選び出し，研究素
材とする．
2）分析方法
分析方法の検討：
自己の教育実践に対して看護理論を基盤に分析
を行うため，その主要な内容を明らかにし，看護
理論にもとづく評価モデルを示す．
先に，看護は，目的をもちその目的に照らして
対象を見つめ予測を立てながら実践するプロセス
であると述べた．そのため，看護学教育は看護の
プロセスを土台として教育すべきであり，意識的
に看護過程を展開できる実践力のある看護者を育
てることを目的とする．その骨組みは，実践の科
学として学んだ知識や行動と訓練したことを基に
実践に適用する準備段階として学内の教育が位置
づけられ，患者の像を豊かにし実践に適用して学
習の評価をする臨地実習を通して，看護者として
育っていく．
そこで，まず学生が患者に行う看護実践に対し
て，科学的な理論に導かれた看護過程の展開を踏
むための理論を図式化した評価モデル14）（資料1
を参照）をもとに，考えてみたい．この図1は，
臨地実習において，学生Bが患者Aを受け持ち，
看護過程を展開していく方向を示したものである．
学生は，事前の情報をもとに患者を受け持ち，そ
の時点では，患者Aにどのような看護をすれば
よいのか判断することが困難な状態で患者と対面
する．学生はB地点からA地点に向かって患者A
を看護するために必要な情報を，自ら主体的に収
集しながら看護の方法を選択していく過程を歩む．
この過程を踏むことが，臨床の現場でなければ学
べない学習過程である．看護理論は，このB地点
からA地点への最短距離を歩むための武器とし
て活用できるのである．この武器を身につけるこ
とが，実習以前の教室での学習の目的といえる．
この，「看護過程の展開とその評価」の図を，臨
地実習の「評価モデル」として，活用する．
（1）教育実践過程に対する素材フォーマットの
作成：研究資料（1）に対して，自己の教育過
程の特徴および看護教育上の意味をあきらか
にするために，講義・演習・実習のそれぞれ
に対して，目にとまった事実，教育者の認識，
実践，結果・学生の反応を記載する素材フォー
マットを作成する．
（2）自己の集団および個別の教育実践に対して，
教育実践による学生の認識や行動を確認しな
がら，教育の意図および学生の反応を結果と
して看護理論に基づき分析する．
（3）実習評価のための分析フォーマットの作成：
研究資料（2）に対して，「学生の看護者として
の育ちを示す事実」，「学生の描いた対象の表
象像」，「学生の行動」，「教員の認識（評価の
視点）」を記載する分析フォーマットを作成
する．
（4）資料を精読し，分析フォーマットの「学生
の描いた対象の表象像」，「学生の行動」，「教
員の認識（評価の視点）」の各欄にキイセン
テンスを転記する．
（5）（4）に対して，さらに「評価モデル」を使
い，看護過程の展開が動いたと捉えた方向を
「評価モデルの方向」に記入し，看護過程を
評価する．
分析フォーマットに挙げた内容を，実習の
「評価モデル」を使って分析する方法を，資
料2で学生の実例を挙げて説明する．
結 果
1.作成した素材フォーマットを表1に示す．
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表1 素材フォーマット
時期 事実 教育者の認識 教育実践 結果・学生の反応
次に，自己の教育実践過程に対して，講義・演
習・実習ごとに，素材フォーマットの各欄に，目
にとまった事実，教育者の認識，教育方法，結果・
学生の反応のキーセンテンスを記入し，表 2-
1～2-3に示す．
2.各教育実践過程の分析過程と結果について，
表2の各過程をもとに以下に述べる．
1）講義の教育実践過程（表2-1）
基礎看護学が担当した科目は，1年次の『看護
理論』と『看護対象論』，2年次の『看護診断論』
であった（表2-1を参照）．教育体制は，学生60
名に対して，基礎看護学の教員が教授，講師，助
教，助手の4名で行った．その中で，「理論をつ
かんで実践できる看護者を育てる」ことを目指し，
看護理論で一貫した授業・演習・実習に取り組ん
だ．そのため，まず『看護理論』および『看護対
象論』で'看護観'の土台をつくった．この内容は，
看護者として人々の健康を見極める視点を養うこ
とである．そのために，看護理論の主要概念であ
る「看護」「人間」「健康，病気」「生活」「環境」
に対して，学生が「具体的に頭の中にイメージで
きること」と，「つまり（抽象化）と，それはど
ういうことか（具象化）」を自在に駆使できるよ
うな理解を目指した．これらの取り組みの結果と
して，定期試験において，学生がペーパーペイシェ
ントに対して，看護の目的で対象の健康状態をと
らえていることを確認した（資料3「看護理論」
の試験）．その状況を受けて，『看護診断論』では，
看護過程展開の技術を，看護理論から導かれたモ
デルを活用して展開した．ここでは，ペーパーペ
イシェントや模擬患者（複数教員）を使って，集
団指導と個別指導を織り交ぜ繰り返し訓練し，さ
らに少人数補習を行った．
以上を概観し，以下のことが明らかになった．
看護理論の講義において，看護の目的をはっき
りと据えて対象への看護の視点の土台としていた．
さらに，その目的をぶれない方向指示器としつつ，
看護のキー概念を学生が使えるまでに修得させた．
次に，それぞれの概念を学生個々が，あたまの中
で具体的にイメージしたり，現象を概念と結びつ
けたりすることを繰り返し行うことによって，キー
概念を活用して，人々の健康を見極める視点を育
てていた．その結果を受けて，次の講義の内容や
教授方法につなぎ，修得状況が不十分な学生へは
個別指導や少人数による補習を行っていたことが
明らかになった．
2）演習の教育実践過程（表2-2）
演習の科目としては，『看護技術論』があり，
その結果を表2-2に示した．ここでは，『看護理
論』や『看護対象論』で培われた ・看護観・の土
台を貫きつつ，・看護観の表現技術・として，看護
の基本技術を教授した．その結果，演習の授業全
体として，学生は，始め「ここはどうするのが正
解ですか？」と教員に答えを求めていた学習態度
から，まずは自分たちで患者の様子を考えてみる
学習態度へと変化していた．技術習得の確認と強
化は，2回の実技試験を行った．第1回目の試験
では，回数を重ねるうちに，相手の反応を確認す
るために自然と声が出ていた．このように，看護
者としての視点を伴った行動の始まりを確認でき
た時点で課題の達成とした．2回目の実技試験で
は，ほとんどの学生が複数回のチェックおよび指
導を受けることにより，順番を追うだけの行為か
ら，正確さを確認し行為の意味をとらえ，患者へ
の安全や安楽を考えるようになっていった．これ
は，学生自ら，看護の目的に沿った対象への看護
技術という考え方ができるようになったことを表
している．また，そこが，臨地実習で患者の前に
立つために，看護的見つめ方と看護的対応の最低
限の準備ができたと確認するポイントだと考えた．
3）臨地実習の教育実践過程（表2-3）
講義・演習の学習を経て，患者の前に看護学生
として立つためのひと通りの学習準備ができたと
考え，2年生の9月に，2週間の臨地実習を行っ
た（表2-3を参照）．準備としては，病棟の実習
指導責任者と個別の打合せを行った．そこで，
「学生に，看護実践を学ばせること」と「そこに
至る学習状況及び，学生が現段階でつかめること，
実施できる程度」を情報共有した（資料4参照）．
実習直前のオリエンテーションでは，学生へ，
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表
2
-
1
基
礎
看
護
学
の
教
育
実
践
過
程
（
講
義
）
時
期
事
実
教
育
者
の
認
識
教
育
実
践
結
果
・
学
生
の
反
応
1
年
次
（
着
任
2
年
目
）
学
生
60
名
基
礎
看
護
学
の
教
員
4
名
（
教
授
，
講
師
，
助
教
，
助
手
）
：
自
分
を
除
く
2
名
が
卒
業
生
で
そ
の
大
学
附
属
病
院
の
職
歴
，
1
名
は
県
外
の
看
護
短
大
を
卒
業
後
看
護
師
の
経
験
7
年
。
3
名
と
も
，
一
貫
し
た
理
論
教
育
の
経
験
な
し
。
看
護
理
論
昨
年
度
は
，
看
護
に
お
け
る
主
要
な
理
論
家
の
理
論
に
つ
い
て
30
時
間
中
12
時
間
の
時
間
数
を
割
い
た
。
大
学
で
学
ぶ
こ
と
の
意
味
は
，
理
論
が
構
築
さ
れ
た
過
程
を
理
解
で
き
る
学
習
環
境
が
提
供
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
，
専
門
分
野
で
の
発
展
に
寄
与
で
き
る
頭
を
つ
く
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
，
看
護
理
論
を
使
え
る
段
階
ま
で
持
っ
て
い
け
る
よ
う
，
教
授
し
た
い
。
看
護
実
践
力
を
高
め
得
る
看
護
者
を
育
て
る
た
め
に
は
，
学
生
の
頭
に
看
護
者
の
認
識
（
看
護
観
）
を
育
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
，
ま
ず
一
貫
し
た
看
護
理
論
を
活
用
し
よ
う
。
そ
の
理
論
は
，
「
看
護
観
」
と
「
看
護
の
表
現
技
術
」
を
一
体
化
し
た
『
科
学
的
看
護
論
』
と
そ
の
方
法
を
示
し
た
『
看
護
方
法
実
習
書
』
が
ベ
ス
ト
。
看
護
の
主
要
概
念
で
あ
る
「
看
護
」「
人
間
」「
病
気
・
健
康
」
「
環
境
」
の
理
解
が
，
現
実
の
状
況
と
な
か
な
か
結
び
つ
か
な
い
。
そ
れ
を
発
見
し
た
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
頭
脳
に
近
づ
く
こ
と
を
目
指
し
教
材
と
し
よ
う
。
看
護
観
，
健
康
観
，
疾
病
観
，
人
間
観
を
も
と
に
，
日
常
生
活
に
起
こ
る
生
命
力
を
脅
か
す
力
と
自
然
が
癒
そ
う
と
す
る
力
の
せ
め
ぎ
合
い
を
具
体
的
に
考
え
ら
れ
る
か
？
2
年
目
以
降
は
，
基
礎
看
護
学
の
全
授
業
に
対
し
て
，
看
護
理
論
（『
科
学
的
看
護
論
』）
で
一
貫
し
た
授
業
（
講
義
－
演
習
－
実
習
）
を
実
践
し
た
。
「
看
護
理
論
」
（
平
成
21
年
度
入
学
生
か
ら
「
看
護
学
原
論
」
に
科
目
名
変
更
）
：
看
護
理
論
を
使
い
，「
看
護
」「
人
間
」「
健
康
，
病
気
」
「
生
活
」
の
概
念
を
イ
メ
ー
ジ
化
さ
せ
，
看
護
の
目
的
（
生
命
力
の
消
耗
を
最
小
に
す
る
よ
う
生
活
過
程
を
と
と
の
え
る
）
に
照
ら
し
た
人
間
の
捉
え
方
（
対
象
論
）
，
看
護
実
践
を
導
く
方
法
論
を
教
授
し
た
。
そ
の
た
め
，
導
入
と
し
て
「
看
護
覚
え
書
」
（
一
部
：
序
章
・
お
わ
り
に
・
補
章
）
を
熟
読
し
た
。
看
護
学
的
現
象
の
見
つ
め
方
を
ペ
ー
パ
ー
試
験
で
確
認
し
た
。
バ
ズ
討
議
を
頻
繁
に
行
い
，
発
表
し
て
貰
う
こ
と
に
よ
り
，
徐
々
に
具
体
的
な
例
が
出
て
く
る
よ
う
に
な
る
。
ほ
と
ん
ど
の
学
生
が
看
護
の
目
的
で
対
象
の
健
康
状
態
を
捉
え
よ
う
と
し
て
い
た
。
3
割
強
の
学
生
は
，
患
者
の
社
会
的
役
割
や
意
志
を
考
慮
し
，
よ
り
良
い
健
康
状
態
へ
の
生
活
が
描
け
て
い
た
。（
資
料
3
）
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時
期
事
実
教
育
者
の
認
識
教
育
実
践
結
果
・
学
生
の
反
応
2
年
次
（
着
任
3
年
目
）
看
護
対
象
論
昨
年
度
は
，
「
人
間
と
は
」「
生
活
と
は
」「
発
達
段
階
の
特
徴
」
「
健
康
障
害
と
は
」
の
内
容
を
講
義
し
た
後
に
，
自
己
の
生
活
，
健
康
状
態
を
看
護
の
視
点
で
と
ら
え
る
演
習
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
，
実
習
に
お
け
る
患
者
像
の
疾
患
の
部
分
の
像
が
弱
い
状
況
が
見
ら
れ
た
。
看
護
診
断
論
2
単
位
45
時
間
昨
年
度
は
，
入
学
年
度
の
シ
ラ
バ
ス
に
従
っ
て
，
看
護
過
程
に
つ
い
て
17
時
間
，
看
護
診
断
を
28
時
間
実
施
。
対
象
を
捉
え
る
決
め
手
は
，
も
の
さ
し
と
な
る
「
人
間
一
般
」
を
意
識
的
に
「
問
い
か
け
像
」
に
の
ぼ
ら
せ
る
こ
と
。
ま
ず
，
学
生
が
自
分
自
身
を
も
と
に
人
間
本
来
の
あ
り
方
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
，
健
康
障
害
に
つ
い
て
は
，
障
害
が
起
き
た
と
こ
ろ
の
本
来
の
機
能
と
そ
れ
が
障
害
さ
れ
る
こ
と
で
ど
の
よ
う
な
影
響
が
出
る
の
か
，
生
活
と
の
関
連
で
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
。
健
康
障
害
の
本
質
は
掴
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
（
既
修
科
目
と
し
て
「
形
態
機
能
学
」
を
終
了
し
，「
疾
病
学
」
を
履
修
中
）
困
る
。
何
を
ど
の
よ
う
に
見
つ
め
て
お
け
ば
良
い
か
分
か
っ
て
お
い
て
も
ら
お
う
。
次
の
学
習
の
段
階
（
看
護
過
程
展
開
の
技
術
）
で
，
発
達
段
階
の
特
徴
と
，
健
康
障
害
の
捉
え
方
を
し
っ
か
り
と
教
授
し
よ
う
。
看
護
過
程
展
開
の
技
術
は
，
こ
れ
ま
で
の
「
看
護
技
術
論
」
で
学
習
し
た
生
活
の
援
助
技
術
の
一
つ
ひ
と
つ
に
意
識
的
に
取
り
入
れ
て
き
た
が
，
こ
の
科
目
で
は
，
一
人
の
患
者
を
目
の
前
に
し
た
と
き
に
，
患
者
の
全
体
像
を
と
ら
え
，
看
護
の
必
要
性
を
大
づ
か
み
で
い
い
の
で
，
学
生
自
ら
の
力
で
掴
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
に
は
，
こ
れ
ま
で
の
理
論
に
も
と
づ
き
，
そ
れ
を
モ
デ
ル
化
し
た
記
録
を
使
い
，
何
度
も
繰
り
返
し
訓
練
し
て
い
く
し
か
な
い
。
「
看
護
対
象
論
」
：
看
護
と
し
て
の
人
間
の
捉
え
方
を
，
看
護
理
論
を
踏
ま
え
，
人
間
一
般
，
生
活
一
般
，
健
康
一
般
，
病
気
一
般
を
教
授
お
よ
び
演
習
。
特
に
，
病
気
一
般
は
，
そ
の
健
康
障
害
が
起
き
た
部
位
の
本
来
の
働
き
を
押
さ
え
，
健
康
障
害
と
生
活
と
の
関
連
を
，
自
己
学
習
，
全
体
ま
と
め
，
試
験
に
よ
る
確
認
と
，
段
階
を
踏
ん
で
す
す
め
た
。
そ
の
た
め
，
レ
ポ
ー
ト
課
題
を
出
し
，
提
出
時
，
個
別
に
理
解
状
況
の
確
認
を
行
っ
た
「
看
護
診
断
論
」
（
平
成
21
年
度
入
学
生
か
ら
「
看
護
方
法
論
Ⅲ
」
に
科
目
名
変
更
）
：
一
貫
し
た
看
護
理
論
の
「
看
護
過
程
展
開
モ
デ
ル
」
を
活
用
し
，
ペ
ー
パ
ー
ペ
イ
シ
ェ
ン
ト
，
模
擬
患
者
（
教
員
）
を
使
い
，
繰
り
返
し
訓
練
を
行
っ
た
。
3
割
の
学
生
と
希
望
者
も
含
め
1
回
で
5～
8
名
ず
つ
の
少
人
数
補
習
を
行
っ
た
。
試
験
に
よ
る
確
認
の
結
果
，
発
達
段
階
を
押
さ
え
る
こ
と
や
，
健
康
障
害
の
本
質
を
捉
え
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
の
反
面
，
健
康
障
害
を
そ
の
臓
器
の
本
来
の
働
き
か
ら
治
療
と
の
関
連
で
生
活
へ
の
影
響
を
考
え
ら
れ
た
学
生
も
い
た
修
得
の
状
況
を
試
験
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
，
健
康
障
害
の
本
質
が
捉
え
ら
れ
ず
，
看
護
の
方
向
性
が
あ
い
ま
い
な
学
生
が
3
割
強
い
た
。
補
習
の
結
果
，
学
生
の
「
あ
ー
，
そ
う
い
う
こ
と
か
」
「
じ
ゃ
あ
，
こ
う
い
う
こ
と
（
生
活
）
に
つ
な
が
る
ね
」
の
声
が
聞
か
れ
た
。
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表
2
-
2
基
礎
看
護
学
の
教
育
実
践
過
程
（
演
習
）
時
期
事
実
教
育
者
の
認
識
実
践
結
果
・
学
生
の
反
応
1
年
次
（
着
任
2
年
目
）
2
年
次
（
着
任
3
年
目
）
看
護
技
術
論
Ⅰ
3
単
位
75
時
間
（
1
コ
マ
/
週
と
2
コ
マ
/
週
に
分
断
）
看
護
技
術
論
Ⅱ
3
単
位
90
時
間
（
3
コ
マ
続
き
/
週
）
技
術
は
，
目
的
意
識
に
支
え
ら
れ
，
訓
練
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
，
意
識
し
な
く
て
も
動
く
レ
ベ
ル
ま
で
身
に
つ
く
。
そ
の
意
図
を
学
生
と
共
有
し
，
繰
り
返
し
行
う
機
会
を
作
ろ
う
。
'看
護
観
の
表
現
技
術
'と
し
て
技
術
を
修
得
で
き
て
い
る
か
を
確
認
し
，
実
技
試
験
で
一
人
ひ
と
り
に
「
看
護
技
術
と
し
て
の
技
術
の
修
得
」
の
意
味
を
伝
え
る
。
ひ
と
通
り
の
看
護
技
術
の
基
本
を
学
習
し
た
時
点
で
，
一
人
の
人
間
の
生
活
上
に
組
み
立
て
た
日
常
生
活
行
動
の
援
助
技
術
を
実
践
し
，
評
価
す
る
，
と
い
う
看
護
過
程
の
展
開
を
踏
ま
え
た
授
業
内
容
を
提
供
し
，
学
生
に
既
習
状
況
を
実
感
し
て
も
ら
お
う
。
看
護
技
術
の
学
び
方
を
も
う
一
度
確
認
し
，
自
分
自
身
の
看
護
実
践
能
力
の
不
足
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
，
そ
の
不
足
を
「
何
と
か
し
た
い
」
と
自
ら
考
え
，
実
行
す
る
よ
う
な
学
生
の
あ
た
ま
を
つ
く
り
た
い
。
全
体
的
な
教
育
で
は
，
学
生
個
人
に
浸
透
で
き
て
い
る
か
否
か
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
に
，
個
別
に
看
護
技
術
の
修
得
の
状
況
を
確
認
し
，
個
別
に
指
導
す
る
機
会
に
し
た
い
。
「
看
護
技
術
論
Ⅰ
」
（
平
成
21
年
度
入
学
生
か
ら
「
看
護
方
法
論
Ⅰ
」
に
科
目
名
変
更
）
：
看
護
理
論
に
基
づ
き
，
看
護
技
術
一
般
を
お
さ
え
，
対
象
へ
の
適
用
を
駆
使
し
て
で
き
る
よ
う
に
，
対
象
を
想
定
し
演
習
を
行
っ
た
。
教
科
書
と
し
て
『
看
護
方
法
実
習
書
』
を
活
用
。
応
用
演
習
（
シ
ー
ツ
交
換
）
：
床
上
臥
床
患
者
へ
の
シ
ー
ツ
交
換
を
移
動
と
ベ
ッ
ド
メ
ー
キ
ン
グ
の
技
術
を
終
え
た
後
に
実
施
実
技
試
験
：
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
測
定
に
つ
い
て
個
別
の
実
技
試
験
を
行
っ
た
「
看
護
技
術
論
Ⅱ
」
（
平
成
21
年
度
入
学
生
か
ら
「
看
護
方
法
論
Ⅱ
」
に
科
目
名
変
更
）
：
「
看
護
技
術
論
Ⅰ
」
と
同
じ
方
法
で
講
義
と
演
習
を
実
施
。
ま
と
め
と
し
て
，「
看
護
診
断
論
」（
後
述
）
の
ペ
ー
パ
ー
ペ
イ
シ
ェ
ン
ト
を
用
い
，
総
合
演
習
を
実
施
し
た
。
実
施
後
，
看
護
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
，
自
ら
の
訓
練
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
た
。
「
看
護
技
術
論
Ⅰ
」
で
は
，「
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
の
測
定
」，
「
看
護
技
術
論
Ⅱ
」
で
は
，「
導
尿
」
に
つ
い
て
個
別
に
実
技
試
験
を
行
っ
た
。
応
用
演
習
で
は
，
技
術
そ
の
も
の
の
ス
ム
ー
ズ
さ
や
正
確
さ
は
未
熟
だ
が
，
患
者
へ
の
説
明
，
安
全
へ
の
気
配
り
が
見
ら
れ
た
。
実
技
試
験
で
は
，
学
生
一
人
当
た
り
2
～
4
回
の
試
験
で
合
格
。
1
回
目
は
行
為
の
意
味
が
理
解
で
き
て
お
ら
ず
同
じ
失
敗
を
繰
り
返
し
た
り
，
「
つ
も
り
」
の
行
為
を
と
る
学
生
も
い
た
が
，
「
正
し
い
観
察
に
向
か
う
」
「
患
者
の
反
応
に
対
応
す
る
」
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
総
合
演
習
の
結
果
，
基
本
的
な
行
為
に
不
足
が
あ
る
学
生
か
ら
，
対
象
特
性
を
踏
ま
え
た
工
夫
を
実
施
す
る
グ
ル
ー
プ
ま
で
差
が
み
ら
れ
た
。
実
技
試
験
で
は
，
ほ
と
ん
ど
の
学
生
が
複
数
回
の
チ
ェ
ッ
ク
お
よ
び
指
導
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
，
順
番
を
追
う
だ
け
の
行
為
か
ら
，
正
確
さ
を
確
認
し
行
為
の
意
味
を
捉
え
，
患
者
へ
の
安
全
や
安
楽
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
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表
2
-
3
基
礎
看
護
学
の
教
育
実
践
過
程
（
実
習
）
時
期
事
実
教
育
者
の
認
識
実
践
結
果
・
学
生
の
反
応
2
年
次
（
着
任
3
年
目
）
基
礎
看
護
実
習
昨
年
度
は
，
入
学
時
の
シ
ラ
バ
ス
に
従
っ
て
，
2
単
位
90
時
間
を
，
2
コ
マ
×
2
/
週
で
実
施
。
病
棟
実
習
は
8
日
の
制
限
の
中
で
，
前
半
は
情
報
収
集
，
後
半
は
受
持
ち
患
者
へ
の
ケ
ア
へ
の
参
加
。
前
年
度
は
，
他
講
座
教
員
，
病
棟
指
導
者
と
も
全
体
打
合
せ
会
を
行
っ
た
。
他
講
座
の
協
力
教
員
は
，
実
習
全
体
（
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
，
学
内
，
最
終
ま
と
め
）
へ
の
参
加
が
難
し
い
状
況
で
あ
っ
た
。
他
講
座
の
教
員
か
ら
は
，
実
習
中
に
，
学
習
の
修
得
状
況
へ
の
質
問
，
実
習
で
の
体
験
内
容
の
確
認
（
ど
こ
ま
で
見
せ
る
，
さ
せ
る
）
が
あ
っ
た
。
2
年
生
の
段
階
で
，
受
持
ち
患
者
を
持
つ
実
習
は
無
理
で
は
な
い
か
と
，
臨
床
指
導
者
や
他
講
座
の
教
員
か
ら
も
心
配
の
声
を
聞
い
た
。
し
か
し
，
患
者
を
捉
え
る
に
あ
た
り
，
本
来
の
健
康
な
状
態
（
健
康
障
害
を
き
た
し
た
と
こ
ろ
の
機
能
，
生
活
過
程
の
本
質
）
に
照
ら
し
て
考
え
，
看
護
の
本
質
（
そ
の
人
の
生
命
力
を
消
耗
さ
せ
て
い
る
も
の
は
何
？
）
か
ら
看
護
の
方
向
性
を
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
い
，
学
生
が
そ
の
学
習
と
訓
練
を
し
た
こ
と
を
示
そ
う
。
病
棟
の
指
導
者
や
協
力
教
員
の
「
困
っ
て
い
る
こ
と
」
や
「
不
明
な
こ
と
」
に
対
処
し
て
目
標
を
共
有
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
，
個
人
の
認
識
に
迫
ら
な
け
れ
ば
難
し
い
。
集
団
へ
の
打
合
せ
で
は
な
く
，
個
別
の
打
合
せ
を
し
よ
う
。
病
棟
や
支
援
の
指
導
教
員
か
ら
の
苦
情
「
最
近
の
若
者
は
，
礼
儀
作
法
や
言
葉
使
い
，
挨
拶
と
い
っ
た
基
本
的
な
態
度
が
出
来
て
お
ら
ず
，
実
習
内
容
以
前
の
問
題
で
あ
る
」
か
ら
，
こ
の
指
導
者
の
声
を
，
看
護
教
育
の
視
点
で
捉
え
な
お
し
て
み
る
と
，
「
患
者
を
守
る
」
視
点
か
ら
見
て
，
患
者
の
人
的
環
境
で
あ
る
学
生
の
行
為
が
患
者
の
生
活
に
対
す
る
不
快
感
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
，
学
生
と
患
者
，
お
よ
び
学
生
と
看
護
師
や
医
師
と
の
信
頼
関
係
の
不
安
定
さ
も
も
た
ら
し
，
社
会
関
係
の
調
和
を
乱
し
，
患
者
の
生
命
力
の
消
耗
さ
せ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
，
教
育
者
と
し
て
見
過
ご
す
こ
と
の
で
き
な
い
現
象
で
あ
る
。
学
生
た
ち
に
「
人
間
的
な
関
心
」
を
寄
せ
て
も
ら
お
う
。
臨
地
実
習
：
基
礎
看
護
実
習
実
習
形
態
：
2
週
間
の
集
中
実
習
（
1
学
年
一
斉
）
，
受
持
ち
患
者
を
も
つ
。
指
導
教
員
：
基
礎
看
護
学
の
全
教
員
＋
他
講
座
（
成
人
・
母
性
・
小
児
・
精
神
）
指
導
者
へ
の
事
前
打
合
せ
：
担
当
教
員
お
よ
び
病
棟
ご
と
の
個
別
の
事
前
打
合
せ
を
行
っ
た
。
実
習
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
「
で
き
る
だ
け
，
患
者
の
，
か
つ
関
わ
る
病
棟
ス
タ
ッ
フ
の
立
場
に
立
て
る
よ
う
に
」
イ
メ
ー
ジ
化
を
図
り
，
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ
て
も
ら
っ
た
。
討
議
の
テ
ー
マ
は
，
実
習
生
が
や
っ
て
き
た
と
き
の
「
患
者
の
立
場
」
「
看
護
者
の
立
場
」
と
す
る
。
そ
の
後
，
再
度
，
看
護
者
の
立
場
に
戻
っ
て
，
実
習
に
お
け
る
目
標
を
立
て
て
も
ら
っ
た
。
他
講
座
の
教
員
お
よ
び
病
棟
の
実
習
指
導
責
任
者
と
個
別
の
打
合
せ
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
学
生
に
，
「
看
護
実
践
を
学
ば
せ
る
こ
と
」
と
「
そ
こ
に
至
る
学
習
状
況
及
び
，
学
生
が
現
段
階
で
つ
か
め
る
こ
と
，
実
施
で
き
る
程
度
」
を
情
報
共
有
で
き
た
。
病
棟
か
ら
は
，
病
棟
の
看
護
状
況
や
患
者
の
特
性
の
情
報
を
得
た
。
学
生
は
，
真
剣
で
生
き
生
き
と
し
た
様
子
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
て
い
た
。
ま
た
，
討
議
内
容
は
，
そ
の
描
か
れ
た
状
況
の
具
体
性
と
客
観
的
な
立
場
に
立
て
た
こ
と
を
示
し
て
い
た
。
学
生
の
立
て
た
目
標
は
，
患
者
へ
の
看
護
を
実
践
す
る
こ
と
に
目
が
向
け
ら
れ
て
い
た
。
（
資
料
5
）
・看護者としての育ち・からみた基礎看護学教育の評価
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時
期
事
実
教
育
者
の
認
識
実
践
結
果
・
学
生
の
反
応
実
習
展
開
1
日
目
：
学
内
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
2
～
4
日
：
病
棟
実
習
5
日
目
：
学
内
6
～
9
日
：
病
棟
実
習
（
6
日
目
は
中
間
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
，
9
日
目
は
病
棟
反
省
会
）
10
日
目
：
学
内
ま
と
め
そ
の
た
め
に
，
学
内
で
の
学
習
は
積
ん
で
き
た
。
そ
れ
が
活
か
せ
る
よ
う
に
実
習
展
開
を
組
み
，
要
所
要
所
で
学
生
の
後
押
し
を
し
た
い
。
そ
こ
で
，
何
の
た
め
に
必
要
な
情
報
な
の
か
？
記
録
用
紙
の
意
味
は
何
か
を
理
解
し
て
ほ
し
い
。
し
か
し
，
こ
こ
で
は
，
学
生
の
学
習
状
況
か
ら
，
健
康
障
害
の
イ
メ
ー
ジ
の
描
き
方
が
浅
い
の
で
，
生
活
上
の
実
感
を
伴
っ
た
像
を
描
け
る
よ
う
に
，
個
別
の
指
導
が
必
要
に
な
る
。
そ
の
指
導
を
受
け
る
側
と
指
導
す
る
側
の
双
方
に
対
し
て
，
目
標
に
な
る
よ
う
な
「
問
」
を
投
げ
か
け
よ
う
臨
床
指
導
者
か
ら
の
助
言
を
受
け
，
学
生
が
患
者
の
理
解
の
確
認
を
行
い
，
患
者
の
像
が
豊
か
に
な
る
よ
う
な
学
習
の
場
を
つ
く
り
た
い
。
看
護
実
践
が
日
々
発
展
し
て
く
こ
と
を
目
指
し
た
い
（
看
護
の
目
的
を
も
と
に
計
画
し
，
結
果
や
患
者
の
反
応
を
捉
え
，
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
）
実
習
終
了
後
は
，
行
っ
た
看
護
実
践
の
患
者
に
と
っ
て
の
意
味
，
自
己
の
学
習
に
と
っ
て
の
評
価
を
行
う
。
そ
の
こ
と
を
通
し
て
，
学
生
自
ら
，
次
の
学
習
に
向
け
た
自
己
の
課
題
を
得
て
ほ
し
い
学
生
は
，
実
習
が
始
ま
り
，
多
く
の
情
報
の
渦
に
翻
弄
さ
れ
，
患
者
を
大
づ
か
み
に
理
解
す
る
た
め
の
情
報
が
何
か
，
抽
き
出
せ
な
い
状
態
で
あ
る
次
の
段
階
と
し
て
，
実
習
内
容
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
学
習
上
の
目
標
を
，
毎
日
の
学
内
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
（
病
棟
実
習
終
了
後
30
分
程
度
）
で
提
示
し
た
。
「
プ
ラ
ン
発
表
の
場
」
の
設
定
「
よ
く
患
者
を
捉
え
て
お
り
，
必
要
な
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
」
「
こ
の
患
者
は
今
，
こ
の
よ
う
な
状
態
な
の
で
，
そ
れ
を
踏
ま
え
て
，
具
体
的
に
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
考
え
て
み
て
は
ど
う
か
」
な
ど
，
学
生
の
発
展
を
く
す
ぐ
る
よ
う
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。
看
護
実
践
の
発
展
に
向
け
て
，
学
内
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
活
用
と
，
個
別
指
導
を
行
っ
た
。
最
終
学
内
日
に
学
生
は
，
自
己
の
看
護
実
践
に
対
し
て
，
看
護
の
目
的
に
沿
い
な
が
ら
患
者
へ
の
意
味
を
と
ら
え
て
，
自
己
評
価
し
た
。
実
習
ま
と
め
の
用
紙
を
作
成
し
，
振
り
返
り
を
行
っ
た
。
実
習
開
始
当
初
は
，
緊
張
も
強
く
固
い
表
情
で
あ
っ
た
が
，
2
～
3
日
目
か
ら
は
少
し
ず
つ
表
情
が
柔
ら
か
く
な
る
。
患
者
へ
の
関
わ
り
は
初
日
か
ら
行
っ
て
い
た
。
そ
の
後
，
学
生
は
患
者
と
の
か
か
わ
り
が
深
く
な
り
，
具
体
的
な
援
助
を
計
画
し
実
践
し
た
。
（
看
護
過
程
の
展
開
が
み
ら
れ
た
）
「
大
し
た
こ
と
は
何
も
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
感
じ
て
い
る
学
生
に
対
し
て
，
最
終
的
に
，
患
者
へ
の
看
護
の
方
向
性
を
確
認
し
，
学
生
自
身
の
実
践
の
意
味
と
，
課
題
を
確
認
し
あ
っ
た
。
既習の学習内容を想起させ，実習の目的を具現化
して提示し，学生のもてる力を発揮できるよう導
いた．まず，学生が客観的な立場に立てることを
目的に，病棟との打合せで得た情報をもとにして
臨床での具体的な状況を描くことができるような
エピソードを織り込んだグループ討議を行った．
その課題を行うことで，学生の実習に対する目標
として看護学生としての自覚や心構えが出てきて
いた（資料5を参照）．
実習前半では，学生が本来の力を発揮できるよ
う支え，患者の全体像を膨らませ看護の方向性を
大づかみに実感できるよう個別の面談を行いつつ，
学生は必要な看護の要点を捉えた．実習後半では，
臨床の指導者から指導を受け，学生が自分自身の
理解の状況を評価し，かつ専門家としての看護の
視点に直接触れることができる学習の場を作った．
ここで学生は，看護の視点の広がりや自分に足り
ない視点を受け止め，ケア実践の発展と患者の反
応をとらえる段階へと進んだ．
以上のことから，看護理論の教育実践では，学
生が看護の視点で対象を見つめられることを目指
して教材化し，その評価を個別に行い，次の講義
や演習での教材化や補習で強化を行っていた．ま
た，看護者の行為になるように基本技術のとらえ
方や繰り返しの訓練を行い，個別の修得状況を確
認し強化していた．これらをもとに実習への到達
目標を達成できたと確認し，実習に備えては，学
生一人一人が学習したことをもとに患者への看護
が実践できるよう，環境を整え，臨地実習の方向
を示していることが明らかになった．
この状況を踏まえて，教育者にとっては教育実
践の結果を示すものであるととらえ，学生にとっ
ては，自らの学習内容を自己評価できる授業科目
と位置づけた臨地実習についてみていく．
基礎看護実習に対する教育評価
3.作成した分析フォーマットを表3に示す．
4.研究素材の分析経過および結果を表4（本文
中の事例のみ提示する），表5に示す．
5.分析の経過と結果
表4，表5の各事例をもとに述べる．なお，文
中の（横）（縦）の表記は，評価モデルに照らし
合わせ学生の看護過程に対して，（横）は情報が
確かになっていく様子を，（縦）は患者のために
とった学生の行動を表している．また，学生の表
現を「」で，患者の表現を ・・で表した．
学生の基礎看護実習に対する分析評価について
は，研究方法で実例を挙げて紹介した方法を使い
行った．ここでは，11事例の中から，図1の「Ⅲ
の方向」（Aの事例），「Ⅱの方向」（Cの事例），
「Ⅳの方向」（Gの事例）へ進む事例を選択し，
評価モデルの分析経過と分析結果を述べていく．
まず，「Ⅲの方向」の，患者を理解しようとい
う思いが強く，かつどう行動すればよいか具体的
にならないという傾向にあった学生は表5のA，
B，D等であった．この傾向は，実習前半で多く
の学生に見られた．詳細を事例Aから見ていく．
1）事例1（表4の学生A）
学生Aは，「下顎腫瘍の術後で傷口がふさがら
ず，再びOPの可能性がある」との情報をもち，
初日は担当の看護師と行動を共にして情報を得た．
それを，評価モデルに照らすとB1の地点から横
に進んだことになる．そこで，「創部の変化と悪
化を防ぐための観察が必要」とバイタルサイン測
定を行い（縦に進んでみたが），その際に脈・体
温・血圧の測定だけしか出来なかった反省から，
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表3 分析フォーマット
事実 学生の描いた患者像 学生の行動 評価の視点
・看護者としての育ち・からみた基礎看護学教育の評価
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表
4
基
礎
看
護
実
習
に
お
け
る
学
生
の
看
護
過
程
事
実
学
生
の
描
い
た
像
学
生
の
行
動
評
価
の
視
点
評
価
モ
デ
ル
の
方
向
A
下
顎
腫
瘍
の
手
術
後
3
週
目
で
創
部
の
回
復
が
遅
い
た
め
，
再
手
術
予
定
の
60
歳
代
女
性
を
受
け
持
つ
。
検
温
時
に
創
部
の
観
察 観
察
点
の
不
足
を
指
導
者
に
助
言
さ
れ
る
。
食
事
摂
取
量
の
低
下
，
血
中
た
ん
ぱ
く
質
の
低
下
の
情
報
を
得
る
。
患
者
の
再
手
術
へ
の
心
情
を
打
ち
明
け
ら
れ
る
。
傷
口
が
ふ
さ
が
ら
な
い
の
は
，
チ
ュ
ー
ブ
等
に
よ
り
部
分
的
に
圧
迫
が
生
じ
，
血
流
が
阻
害
さ
れ
壊
死
が
生
じ
た
。
再
手
術
は
，
不
良
肉
芽
を
掻
破
し
細
胞
の
治
癒
を
促
進
す
る
た
め
。
創
部
の
痛
み
の
変
化
を
観
察
し
悪
化
を
防
ぐ
必
要
が
あ
る
。
観
察
が
具
体
的
に
で
き
る
よ
う
に
，
身
体
の
現
状
（
前
回
の
手
術
の
状
況
を
調
べ
た
）
か
ら
，
空
洞
に
浸
出
液
が
溜
ま
り
，
細
胞
の
壊
死
が
回
復
し
な
い
状
態
と
と
ら
え
た
。
創
部
の
変
化
と
悪
化
を
防
ぐ
た
め
に
，
観
察
が
必
要
と
，
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
測
定
時
に
創
痛
の
有
無
を
聞
い
た
。
し
か
し
，
具
体
的
な
観
察
点
が
把
握
で
き
て
い
な
い
と
自
己
評
価
し
た
。
ガ
ー
ゼ
交
換
時
に
，
汚
染
状
況
を
観
察
し
，
汚
染
は
あ
る
が
，
色
や
量
は
変
わ
ら
な
い
こ
と
を
見
て
取
っ
た
。
悪
化
を
防
ぐ
目
的
で
観
察
し
た
が
、
何
を
見
る
べ
き
か
具
体
的
に
分
か
ら
な
か
っ
た
。
↓
手
術
の
詳
細
な
状
況
と
創
部
の
状
態
を
調
べ
た
。
↓
具
体
的
な
観
察
点
が
増
え
、
観
察
し
た
。
横
（
創
部
の
悪
化
を
防
ぐ
）
↓
縦
（
観
察
し
た
が
，
不
足
）
↓
横
（
詳
細
な
情
報
が
必
要
）
↓
縦
（
観
察
内
容
が
豊
か
に
）
再
手
術
の
た
め
，
健
康
様
態
を
良
好
に
保
つ
必
要
が
あ
る
。
血
液
検
査
か
ら
，
「
血
中
の
栄
養
素
が
足
り
て
い
な
い
」
と
と
ら
え
た
。
睡
眠
の
時
間
と
患
者
の
自
覚
，
食
事
量
を
観
察
し
た
。
健
康
の
良
い
状
態
と
し
て
食
と
睡
眠
が
必
要
と
判
断 ↓
観
察
し
，
量
的
な
も
の
と
患
者
の
主
観
か
ら
，
充
足
と
し
た
横
（
健
康
の
条
件
）
↓
縦
（
観
察
し
終
了
）
再
手
術
ま
で
4
日
ほ
ど
あ
る
の
で
，
何
の
手
術
な
の
か
患
者
に
理
解
し
て
も
ら
お
う
。
患
者
の
前
向
き
な
気
持
ち
を
後
押
し
で
き
れ
ば
い
い
と
思
う
の
で
，
も
っ
と
知
識
を
得
て
，
分
か
り
や
す
く
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
。
術
後
の
傷
口
が
ふ
さ
が
ら
ず
再
度
O
P
を
す
る
こ
と
を
告
げ
ら
れ
た
。
患
者
は
「
こ
こ
ま
で
頑
張
っ
た
の
に
」
と
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い
た
が
，
「
皆
が
自
分
の
た
め
を
思
っ
て
や
っ
て
く
れ
る
」
と
覚
悟
が
で
き
た
様
子
だ
っ
た
。
し
か
し
，
一
人
に
な
る
と
考
え
込
む
様
子
も
見
ら
れ
，
覚
悟
は
で
き
て
も
不
安
は
あ
る
と
感
じ
た
。
同
じ
治
療
を
受
け
た
患
者
が
痛
み
も
な
く
リ
ハ
ビ
リ
で
治
っ
た
，
と
患
者
の
話
を
聞
き
，
「
A
さ
ん
の
場
合
，
傷
が
ふ
さ
が
り
に
く
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
」
と
伝
え
，
「
人
そ
れ
ぞ
れ
か
，
手
術
し
て
早
く
治
さ
な
ん
」
と
反
応
を
得
た
。
再
手
術
へ
の
患
者
の
不
安
や
「
こ
こ
ま
で
頑
張
っ
た
の
に
何
で
今
更
…
」
の
思
い
に
対
し
て
，
患
者
自
身
が
「
そ
れ
で
も
自
分
の
た
め
に
し
た
方
が
よ
い
」
と
思
え
た
こ
と
を
患
者
の
力
と
と
ら
え
（
自
分
で
理
由
を
考
え
納
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
か
ら
）
，
そ
の
思
い
を
サ
ポ
ー
ト
し
，
残
る
不
安
や
恐
怖
を
分
か
り
た
い
と
，
話
を
聞
い
た
。
患
者
の
再
手
術
に
対
す
る
納
得
が
大
事
と
判
断
↓
患
者
の
認
識
に
働
き
か
け
た
（
創
部
の
現
状
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
う
）
↓
患
者
の
思
い
を
聞
く
↓
患
者
の
も
て
る
力
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
横
（
患
者
に
認
識
が
重
要
）
↓
縦
（
理
解
を
促
す
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
る
）
↓
横
（
患
者
の
も
て
る
力
を
実
感
）
↓
縦
（
ケ
ア
す
る
知
識
を
も
ち
た
い
）
富山大学看護学会誌 第12巻1号 2012
―23―
事
実
学
生
の
描
い
た
像
学
生
の
行
動
評
価
の
視
点
評
価
モ
デ
ル
の
方
向
C
脳
幹
部
出
血
後
遺
症
（
右
片
麻
痺
）
で
，
し
び
れ
や
ふ
ら
つ
き
が
増
強
し
入
院
し
た
40
歳
代
男
性
を
受
け
持
つ
。
症
状
の
検
査
，
治
療
目
的
で
の
入
院
。
指
導
者
か
ら
，
退
院
後
の
生
活
を
踏
ま
え
た
援
助
を
考
え
て
み
る
よ
う
助
言
。
原
因
が
分
か
ら
な
い
こ
と
か
ら
，
患
者
か
ら
の
不
安
を
聞
く
。
脳
出
血
に
よ
り
出
血
部
位
の
神
経
の
働
き
が
阻
害
さ
れ
，
身
体
に
後
遺
症
（
右
片
麻
痺
）
が
残
っ
た
。
眼
球
不
随
意
運
動
の
た
め
，
も
の
が
ダ
ブ
っ
て
見
え
る
。
高
血
圧
は
さ
ら
な
る
脳
出
血
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
。
身
体
の
揺
れ
に
よ
り
ふ
ら
つ
き
が
あ
る
の
で
，
転
倒
転
落
を
し
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
移
動
が
安
全
か
つ
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
よ
う
ベ
ッ
ド
周
囲
の
整
理
を
し
た
り
，
眼
球
の
不
随
意
運
動
で
見
え
に
く
い
た
め
，
取
り
や
す
い
配
置
を
行
っ
た
。
ま
た
，
車
い
す
移
動
の
際
，
患
者
が
自
力
で
で
き
そ
う
な
時
に
見
守
る
だ
け
の
援
助
を
す
る
と
，
患
者
の
「
今
日
は
う
ま
く
座
れ
た
」
と
嬉
し
そ
う
な
反
応
を
得
た
。
悪
化
を
防
ぐ
目
的
で
観
察
し
た
が
，
何
を
見
る
べ
き
か
具
体
的
に
分
か
ら
な
か
っ
た
。
↓
手
術
の
詳
細
な
状
況
と
創
部
の
状
態
を
調
べ
た
。
↓
具
体
的
な
観
察
点
が
増
え
，
観
察
し
た
。
横
（
病
気
一
般
の
理
解
）
↓
縦
（
活
動
範
囲
を
拡
大
す
る
ケ
ア
）
患
者
か
ら
内
服
治
療
の
効
果
が
な
か
な
か
感
じ
ら
れ
な
い
と
訴
え
を
聞
き
，
治
療
に
不
安
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
う
ま
く
説
明
で
き
る
よ
う
に
知
識
を
つ
け
て
，
医
師
と
の
橋
渡
し
も
必
要
。
患
者
か
ら
「
薬
を
飲
ん
で
も
し
び
れ
が
良
く
な
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
，
「
合
う
薬
が
見
つ
か
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
医
者
さ
ん
も
処
方
し
て
お
ら
れ
ま
す
よ
」
と
伝
え
た
。
治
療
の
不
安
を
察
知
↓
不
安
な
気
持
ち
を
整
え
よ
う
と
働
き
か
け
た
。
↓
不
安
を
整
え
る
に
は
不
十
分
な
こ
と
を
実
感
し
た
。
横
（
個
別
の
反
応
を
キ
ャ
ッ
チ
） ↓
縦
（
不
安
の
緩
和
に
努
め
た
） ↓
横
（
不
十
分
さ
を
実
感
）
壮
年
期
で
あ
り
，
子
ど
も
が
ま
だ
小
さ
い
た
め
，
そ
れ
を
刺
激
に
生
き
る
力
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。
病
気
や
治
療
の
思
い
を
聞
く
た
め
に
，
屋
上
の
展
望
所
ま
で
車
い
す
で
散
歩
に
行
き
，
「
き
れ
い
な
景
色
」
「
と
て
も
良
い
気
分
転
換
に
な
っ
た
」
と
の
反
応
を
得
た
。
意
欲
へ
の
働
き
か
け
が
必
要
と
判
断
し
た
。
↓
話
が
出
来
や
す
い
環
境
を
選
び
，
話
を
す
る
機
会
を
作
っ
た
。
横
（
社
会
関
係
に
着
目
）
↓
縦
（
話
す
機
会
を
作
る
だ
け
で
，
内
容
に
は
踏
み
込
め
な
か
っ
た
）
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事
実
学
生
の
描
い
た
像
学
生
の
行
動
評
価
の
視
点
評
価
モ
デ
ル
の
方
向
G
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
で
，
動
脈
バ
イ
パ
ス
術
直
後
の
80
歳
代
男
性
を
受
け
持
つ
。
術
直
後
の
安
静
の
時
期
に
受
け
持
つ
。
足
の
し
び
れ
を
訴
え
る
。
リ
ハ
ビ
リ
で
，
柵
に
つ
か
ま
り
杖
で
歩
い
て
い
る
状
況
を
見
た
。
食
欲
の
低
下
，
食
事
量
の
低
下
を
と
ら
え
た
。
動
脈
硬
化
に
よ
り
動
脈
の
内
腔
が
狭
く
な
り
循
環
障
害
を
起
こ
し
た
た
め
，
足
先
に
栄
養
，
酸
素
が
い
か
な
く
な
っ
た
。
バ
イ
パ
ス
術
は
，
新
し
い
血
液
の
道
を
作
り
，
血
液
の
流
れ
を
保
つ
た
め
の
治
療
で
あ
る
。
足
に
痛
み
が
あ
り
，
衣
服
の
着
脱
の
際
，
痛
が
っ
て
い
た
。
絶
対
安
静
で
あ
る
が
，
体
を
動
か
さ
な
い
と
体
の
持
つ
機
能
が
低
下
し
て
し
ま
う
。
術
後
5
日
目
，
足
の
し
び
れ
を
言
っ
て
い
た
の
で
，
立
て
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
，
患
者
は
最
初
は
恐
る
恐
る
足
を
地
面
に
つ
け
て
い
た
が
，
柵
に
つ
か
ま
り
立
ち
，
杖
で
歩
行
し
た
。
患
者
の
力
を
引
き
出
せ
る
よ
う
な
，
Ａ
Ｄ
Ｌ
拡
大
の
ケ
ア
を
考
え
な
け
れ
ば
。
下
肢
の
血
流
状
態
の
確
認
に
，
痛
み
に
配
慮
し
な
が
ら
触
知
し
た
り
ズ
ボ
ン
の
す
そ
を
折
っ
た
り
，
「
温
か
い
で
す
よ
。
ち
ゃ
ん
と
血
が
流
れ
て
い
ま
す
よ
」
と
患
者
に
伝
え
，
回
復
の
実
感
を
持
っ
て
も
ら
っ
た
り
，
血
管
の
バ
イ
パ
ス
を
促
す
た
め
運
動
を
実
施
し
た
。
患
者
か
ら
，「
そ
っ
か
，
前
は
足
が
氷
み
た
い
に
冷
た
く
，
冷
蔵
庫
に
入
れ
て
い
る
み
た
い
だ
っ
た
」
と
笑
顔
の
反
応
を
得
た
。
患
者
に
「
体
が
な
ま
っ
て
し
ま
う
の
で
，
手
足
を
動
か
し
た
方
が
い
い
で
す
よ
」
と
い
う
と
，
そ
れ
に
納
得
し
た
よ
う
に
手
足
を
動
か
し
た
，
と
い
う
患
者
の
反
応
を
得
た
。
車
い
す
を
準
備
し
，
杖
歩
行
の
訓
練
を
行
っ
た
。
疾
患
と
治
療
の
大
づ
か
み
な
理
解
と
，
患
者
の
症
状
（
痛
み
）
を
捉
え
た
。
↓
症
状
に
配
慮
し
た
ケ
ア
を
行
っ
た
。
回
復
を
患
者
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
伝
え
た
と
こ
ろ
，
患
者
は
自
分
の
病
気
の
変
化
（
回
復
）
に
喜
ん
だ
。
術
後
の
安
静
と
運
動
機
能
低
下
防
止
の
バ
ラ
ン
ス
が
必
要
と
考
え
た
↓
可
能
な
運
動
を
促
し
た
と
こ
ろ
患
者
は
応
じ
た
。
↓
学
生
の
予
測
以
上
の
回
復
の
状
態
を
捉
え
，
そ
の
状
態
に
応
じ
た
A
D
L
拡
大
の
ケ
ア
が
必
要
と
判
断
↓
訓
練
を
行
っ
た
横
（
病
気
一
般
と
回
復
過
程
か
ら
必
要
な
援
助
を
判
断
） ↓
縦
（
症
状
に
配
慮
し
た
ケ
ア
と
闘
病
意
欲
へ
の
ケ
ア
）
横
（
回
復
過
程
）
↓
縦
（
患
者
が
行
動
）
↓
横
（
予
測
以
上
の
回
復
）
↓
縦
（
回
復
に
応
じ
た
ケ
ア
へ
）
術
後
食
欲
が
な
く
食
事
量
が
少
な
い
た
め
，
必
要
な
栄
養
が
取
れ
ず
，
健
康
な
細
胞
の
つ
く
り
か
え
が
う
ま
く
い
か
な
い
。
術
後
，
全
粥
に
な
っ
た
の
は
全
身
麻
酔
に
よ
り
消
化
機
能
が
低
下
し
て
い
る
た
め
だ
が
，
患
者
が
そ
れ
を
分
か
っ
て
い
な
い
の
で
，
全
粥
が
美
味
し
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
起
こ
る
。
ま
た
，
減
塩
食
も
血
圧
が
高
い
た
め
の
も
の
だ
が
，
物
足
り
な
い
よ
う
な
の
で
，
患
者
に
分
か
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。
食
事
を
お
い
し
く
食
べ
る
に
は
座
っ
た
時
の
食
べ
る
姿
勢
が
苦
し
い
と
お
い
し
さ
も
減
っ
て
し
ま
う
。
食
欲
が
な
く
食
事
量
が
少
な
い
の
は
，
食
べ
に
く
さ
も
影
響
し
て
い
る
。
食
事
の
時
，
患
者
か
ら
「
ベ
ッ
ド
の
背
も
た
れ
を
挙
げ
て
ほ
し
い
」
を
言
わ
れ
，
背
も
た
れ
を
挙
げ
た
が
，
ま
だ
食
べ
づ
ら
そ
う
に
し
て
い
た
た
め
，
N
sが
体
位
を
調
整
し
た
の
を
見
て
，
オ
ー
バ
ー
テ
ー
ブ
ル
の
位
置
を
患
者
の
反
応
を
見
な
が
ら
微
調
整
し
た
。
術
後
回
復
に
対
し
て
，
食
の
必
要
性
が
高
い
と
判
断
し
，
患
者
の
食
へ
の
不
満
足
感
に
問
題
あ
り
と
，
捉
え
た
。
↓
食
事
の
際
，
患
者
か
ら
体
位
へ
の
要
望
が
あ
り
，
食
事
が
取
り
や
す
く
な
る
た
め
の
調
整
を
し
た
。
↓
食
事
量
を
確
保
す
る
た
め
に
は
，
食
事
環
境
と
準
備
を
整
え
る
こ
と
の
重
要
性
に
気
づ
く
縦
（
健
康
の
法
則
と
患
者
の
認
識
を
整
え
る
）
↓
横
（
患
者
の
要
望
に
応
じ
る
） ↓
縦
（
生
活
一
般
か
ら
問
題
を
再
検
討
す
る
）
情報をとり直し，手術の術式や経過，創の状態，
バイタルサインのへの影響などを考えより豊かな
情報にした（横）ところ，ガーゼ交換時に汚染状
況を観察し，汚染はあるが色や量は変わらないこ
とを見て取る（縦）という具体的な行動につながっ
た．また，回復状態に対して食と睡眠が必要と判
断（横）し，回復と手術による侵襲の予測に対し
て問題はないかと意図をもって観察した（縦）．
さらに実習の後半では，再手術に対し患者が納得
することが大事と判断し（横），創部の現状をイ
メージしてもらおうと，「傷口がふさがりにくい
状態になっている」と伝え患者の認識に働きかけ
た（縦）ところ，「人それぞれか！手術して早く
直さなん」と患者の思いに触れることができ，患
者自身が自分を納得させているという患者のもて
る力を感じ（横），サポートするために，患者の
前向きな気持ちを後押しできればいいと思い，
「もっと知識を得て，分かりやすく説明できるよ
うになりたい」と自己評価することにつながった．
患者のもてる力を実感した学生は，さらに患者が
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表5 基礎看護実習の評価に対する分析結果一覧
事例 結果
A
実習当初は患者を理解しようという思いが強く関心が知的側面に向いており，かつ，患者が再手術前という
段階で，学生が具体的な援助行動をとりにくい状態であったため，Ⅲの方向へ行きがちであった。しかし，
情報の確かさが行動を導いてくれることを経験し，患者のもてる力を実感する機会を得て，患者の全体像が
豊かになり，自分のもてる力を考えながら，行動できるようになったケース
B
実習開始直後にカテーテル治療がある患者を受け持ち，何もできないことに焦っていたが，「生命力を消耗
させないように」という視点をもち，情報を具体的に描いて全体像をつくり変え，後半は，生活過程や社会
的役割も捉えて全体像を豊かにし，患者の生活調整へ一般論ながら持てる力を差し出し，患者の個別的ケア
の方向に進もうとしたケース
C
前半は目の前の状況に対応するのみで自己評価をして患者の全体像をつくり変えることが進まなかったが，
患者の満足した反応を得て，患者のニードに応えたいと意図して行動をとったところ，結果として不十分で
あることや応えられなかったことを実感し，自己評価できるようになったケース
D
周手術期でかつ開頭手術をうける患者を受け持ったため，患者の状態の変化が速く，患者の全体像の理解と
行動を合わせて行っていくことが難しい状況であった。しかし，治療の内容を具体的にイメージすることに
より，必要な観察点やケア時の注意点を考え，看護師と共に行うことで，自分の視点や行動を評価し，全体
像をつくり変えていったケース
E
大づかみな知識ではあるが，健康な生活の法則に則って患者の生活を見つめたところ，患者の全体像が豊か
になり，些細な行為だが患者の気持ちを尊重した行動につながり，患者の気持ちを整える関わりができたケー
ス
F
患者の ・倒れたときに死んでおけばよかった・と刺激の強い言葉を聞き，「生きることに前向きではない」と
捉えたが，患者の行動から，言葉に表現されたものだけでなく，患者の認識を捉えなおすことにより全体像
がつくり変えられ，自分の行動を自己評価できたケース
G
疾患や治療の具体的なイメージを持って，患者の生命力を消耗させているものの予測を立て，目の前の事実
を見て取ることによって全体像をつくり変え，その場で具体的な行動を考え実践できているケース
H
手術後の患者に対して，疾患と治療に対する大づかみな理解から，患者の生活の実態に即して全体像をつく
り変え，さらに患者の意欲と不安の葛藤を捉えて全体像を豊かにし，もてる力を差し出し，変化のある生活
を提供したケース
I
実習前の修得状況か ら細やかな指導が必要では，と心配された学生であったが，初めての実習で，学生自
らが，その時々の情報を取り，その場その場で全体像をつくりかえ，小さいながらも 患者の位置に移って
行動できるようになったケース
J
生物体として必要なことに対して，情報量が増え，患者の全体像がはっきりするにつれて必要度の高さを実
感し，拒否されるという反応をバネにして，患者が「しよう」と思えるものはないかと，認識に働きかける
ような「問い」をもち，患者の思いを実感できたことにより，社会関係と具体的な目標を提示して行動を工
夫し，結果が得られたケース
K
実習の途中で当初の受持ちの患者が退院し，次の患者を短い期間受け持った。その中で，病気一般の理解の
もと，個別な生活過程の特徴と心の葛藤を捉え，持てる力を差し出し効果を得たケース
自ら治療に向かおうとしている言葉を聞いて，患
者の全体像が豊かになり，予測の眼をもちながら
サポート側に回ろうと，学生のもてる力を精一杯
差し出す行動へと導かれている．このような経過
を経て，表5の通り，実習当初は患者を理解しよ
うという思いが強く関心が知的側面に向いており，
かつ，患者が再手術前という段階で，学生が具体
的な援助行動をとりにくい状態であったため，Ⅲ
の方向へ行きがちであった．しかし，情報の確か
さが行動を導いてくれることを経験し，患者のも
てる力を実感する機会を得て，患者の全体像が豊
かになり，自分のもてる力を考えながら，行動で
きるようになったケースと評価した．
次に，「Ⅱの方向」の，患者の状態の理解が薄
いまま，目の前の現象のみで患者へのケアをしが
ちであった学生は表5のC，Fであった．この傾
向は基礎看護実習の学生数としてはあまり多くな
かった．詳細を事例Cから見ていく．
2）事例2（表4の学生C）
学生Cは，脳幹部出血後遺症（右片麻痺）で，
しびれやふらつきが増強し入院した患者を受け持
ち，右片麻痺があり車いすでの行動をしているこ
とから，安全な移動が必要と判断した（横）．そ
こで，ベッド周囲を安全に整え（縦），患者が自
力で安全に行動できるようケアした（縦）結果，
患者の満足した反応を得た．その後，患者からケ
アのたびにありがとうの言葉をもらい，中間カン
ファレンスで観察の目的や退院後の生活を踏まえ
た援助へのアドバイスをもらったことにより，
「事実を深めていくことが大事」と考えた．また，
患者の治療の不安を察知したことにより（横），
不安な気持ちを整えようと働きかけた（縦）が，
不安を整えるには不十分だったと自己評価した．
また，意欲への働きかけが必要と判断し（横），
社会的役割をその糸口にしようと，話が出来やす
い環境を選び，話をする機会を作った（縦）が，
話を進めることができず意図した結果が得られな
かったと，自己評価している．
以上から，表5の通り，学生Cは，前半は目の
前の状況に対応するのみで患者の全体像をつくり
変えることが進まなかったが，患者の満足した反
応を得て，患者のニードに応えたいと意図して行
動をとったところ，結果として不十分であること
や応えられなかったことを実感し，自己評価でき
るようになったケースと評価した．
次に，「Ⅳの方向」の，患者の全体像のつくり
変えを，目の前の事実をとらえつつその場で行い，
主体的にケアの軌道修正を行った学生は表5の
G，H，Jであった．詳細を事例Ｇから見ていく．
3）事例7（表4の学生G）
学生Gは，動脈バイパス術直後の患者に対し
て，疾患と治療の大づかみな理解と患者の症状
（痛み）をとらえたところ（横），「足に痛みがあ
り，衣服の着脱の際，痛がっていた」という患者
の反応が飛び込んできて（縦），情報がより具体
的になり（横），下肢の血流状態の確認の際，痛
みに配慮しながら触知したりズボンのすそを折る
といった症状に配慮したケアを行った（縦）．さ
らに，患者に，回復をイメージできるように「温
かいですよ．ちゃんと血が流れていますよ」と伝
えたところ（縦），患者は回復の実感をもち自分
の病気の変化（回復）に喜んだ，という反応を得
ることができた．また，術後の回復について，術
後の安静と運動機能低下防止のバランスが必要と
考え（横），「体がなまってしまうので，手足を動
かした方がいいですよ」と可能な運動を促した
（縦）ところ患者は応じた．さらに，予測以上の
回復の状態を見て取り，その状態に応じたADL
拡大のケアが必要と判断（横）し訓練を行う，と
いうようにその都度，予測と眼の前の事実から全
体像をつくり変え，援助を発展させている．また，
術後回復に対して，食の必要性が高いと判断し，
患者の食への不満足感に問題ありととらえた（横）
が，食事の際，患者から体位への要望があり，食
事が取りやすくなるよう調整をしたところ（縦）
食べられた様子を見て，食事量を確保するために
食事環境と準備を整えることの重要性に気づいた
（横）．
以上から，表5の通り，学生Gは，疾患や治療
の具体的なイメージを持って，患者の生命力を消
耗させているものの予測を立て，目の前の事実を
見て取ることによって全体像をつくり変え，その
場で具体的な行動を考え実践できているケースと
・看護者としての育ち・からみた基礎看護学教育の評価
―26―
評価した．
以上，「基礎看護実習」において直接実習指導
を担当した学生11名の看護過程に対して，実習の
「評価モデル」を使って分析した結果，程度の差
はあるが11事例ともに，指導者の助言を借りなが
らではあるが，患者の情報を増やしながら全体像
を豊かにしつつ，患者に直接かかわることにより
全体像をつくり変えていた．また，つくり変えら
れた全体像をもとに小さいながらも学生自らの持
てる力を差し出し看護していたプロセスが確認で
きた．さらに，全体像がつくり変えられ，学生の
持てる力を差し出すことにつながる現象が，看護
理論の方向性と一致していることが明らかになっ
た．つまり，学生の看護者としての視点と取り組
む姿勢に対する一貫性を見出すことができた．こ
の，全体像をつくり変えながら，看護者としての
対象を見つめる目が育ち，看護者としての行為に
なっていることが評価の視点である．
そこで，同様の視点で全学生の基礎看護実習を
評価したところ，学生の看護過程およびその発展
について全体の傾向が大きく異ならないことが見
て取れた．また，自分の担当以外で「Ⅳの方向」
へ発展している学生がいることが見て取れた．以
上の結果から，学生が自らの学習内容を自己評価
できる授業科目と位置づけた「基礎看護実習」の
学習過程を評価することが，基礎看護学教育にお
ける全教育実践過程を反映していることが明らか
になった．
考 察
結果を概観すると，実習までの学習状況から，
学生が看護者としての自己を具体的にイメージで
き，患者への看護を実践しようという立場に立つ
ことによって，自ずと実習に向けた心構えや自己
の行動の意味を考えることができるようになって
いた．この結果は，臨地実習が，それまでの講義・
演習の学習を通して学生の持てる力が十分発揮で
きることを目指す学習過程であることを示してい
る．その安定感のもと，教育者は，学生が自分の
力を患者のために使いたいと，安定して実習の場
に立てるように，過度の緊張や不安を和らげるた
めの環境づくりを行った．そして，患者のために
看護をしようという意識と，学習のために指導者
や患者から学ぼうという意識，つまり内的動機を
強くするための働きかけを行った．つまり，実習
までの学習過程でひとつ勝負がついていることが
分かる．さらに，実習はこの身に着いた力を使い
ながら，今までは想像でしかなかった，患者の実
際の病院での生活や治療を受けている様子，患者
の思いやこれまでの生き方，患者自身が頑張ろう
とする姿や言葉を五感を通してキャッチすること
によって，患者の像が具体的に膨らんでいく．そ
れによって，患者の立場に立つことが容易になり，
さらに患者の像が豊かになっていく．そして，ほ
んの少し，自分にできることを見つけ実施し，患
者にとっての身体的精神的社会的意味を実感でき
た時に，もっと患者のために看護を行いたいと感
じる．看護として自分にできることを見つけるた
めに，「病気や治療のことが分かりたい」「調べて
みよう」，「何か方法はないかと調べてみよう」
「聞いてみよう」「工夫してみよう」という行動に
つながっていく．そのことが，より患者像を豊か
にし，より患者に合ったケアを工夫していこうと，
学生が看護過程の発展に向けて自ら歩んでいると
いうことの表れであると考えられる．
つまり，学生が看護者として患者の前に立った
時に，より正確にかつ患者像を豊かにする情報を
得ようと学生自らが動き出すこと，何か患者にで
きることはないかと考え，手立てを工夫すること
が，それまでの学習の成果の指標と考えて良い．
このように，基礎看護実習における学生の学習状
況は，「看護一般」「病気一般」「生活一般」から
患者の生命力を妨げているものをキャッチし，
「看護技術一般」を使って，持てる力の中で患者
への個別のケアの実施を目指す段階である．その
ため，患者に起きている病気や症状を，まずは障
害のある部位の本来の働きからイメージし，その
病気の特徴や治療の意味に関しては，患者の情報
をつかみ，調べ，アドバイスをもらって具体的に
つないでいく．学生が，指導者や患者から助言を
もらいながら，より明確な全体像を描いていく様
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子が，「評価モデル」上に現れていた．また，学
生は患者と日々関わる中で，未熟ながらも技術を
提供しながら患者に見守られ，患者の思いに触れ，
病気や治療に向き合う姿勢に触れ，自ずと「自分
にできることを精一杯ケアしたい」と看護者とし
てつくられていた．行為としては， ・スリッパの
位置を履きやすい場所に移す・や ・副作用による
脱毛の髪をそっと取り除く・等の何気ない行為だ
が，看護の心を表現した行為と評価できると考え
た．
結 語
教育の目指すところは，看護理論に基づき看護
学教育を実践し，学生が看護専門職者として自ら
育ち続けられるような教育を提供することである．
その結果，学生は自己の実習体験を振り返り，看
護者としての能力を自己評価できることにより，
看護専門職者として自ら育ち続ける．その教育の
効果は，まさに実践の場で確認することができる
その評価の視点を以下に示す．
1.看護者として，対象の健康な生活に向かう
状況を見極めることができているか
2.看護の本質にもとづいた自己の判断をもと
に，対象に必要な看護を具体化できている
か
3.1と2を相互浸透させながら，患者の全体
像を目標像が描けるほどにつくり変えてい
るか
4.上記のプロセスから，対象への個別のケア
に迫ることができているか
本研究の意義と限界
本研究の意義は，まず，新たな地で基礎看護学
教育を統括する立場に立ち，看護理論に基づいた
教育実践を行いたいと考え，その評価を学生が自
らの学習内容を自己評価できる授業科目と位置づ
けた臨地実習の学習過程分析を通して行ったこと
にある．これは，さまざまな教育背景をもつ教員，
さまざまな教育環境においても，方向を指し示し，
活用できるのではないかと考える．
しかし，結果として得られた内容を読み取るに
は，研究者の論理能力が大きく関与するため，今
後は研究者として看護理論に基づいた論理抽出の
能力を向上させ，さらなる発展を目指したい．
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Evaluatingtheeducationalpracticeoffundamentalnursing
by・growing-upasanurseofthestudent・
MiyukiNISHITANI
SchoolofNursing,UniversityofToyama
Abstract
Thisstudyaimsatevaluatingtheself-educationalpracticewhichisbasedonconsistent
nursingtheorythroughgrowing-upasanurseofthestudentinfundamentalnursing
training.Itwasanalyzedthatthedataofthefactwhichshowsthegrowing-upasa
student・snurseintrainingoffundamentalnursing.Nursingtrainingisregardedasstudy
whichcarriesoutpracticeevaluationofhavinglearnedintheclassroom.Iextractedthedata
from thestudent'strainingrecordandaction.Asaresult,atalecture,itwasusedas
teachingmaterialsaimingthatstudentsareabletogazeatobjectsfromtheviewpointof
nursing,andperformedtheevaluationindividualy.Moreover,bytheexercise,students
grippedhowtomasterbasictechniqueandperformrepetitiontrainingtobecomeanurse・s
act.Theindividualacquisition situation wascheckedandguidedby themselves.In
fundamentalnursingtraining,studentenrichtheglobalimagebyincreasingapatient・s
informationandreconstruction,contactingwithapatientdirectly.Moreover,basedonthe
reconstructedglobalimage,theprocessesofpresentingandnursingareconfirmed.Student
nursestriedtoapproachtheseprocesseswithaltheirmight.
Keywords
fundamentalnursing,evaluating,clinicalpractice,growing-upasanurse
